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械
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の
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三
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の
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認

六
�
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位
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認
の
発
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査

七
�
目
尾
炭
坑
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・
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
付
近
の
近
代
化
遺
産

八
�
む
す
び

●

近
代
化
に
貢
献
し
た
事
績
年
表

●

参
考
文
献

一
�
は
じ
め
に

明
治
初
年
筑
豊
炭
田
は
人
力
に
よ
っ
て
石
炭
が
採
掘
さ
れ
、
露
頭
か
ら
石
炭
層
を

掘
り
さ
が
り
、
水
が
出
て
揚
水
に
行
き
つ
ま
る
と
、
坑
口
を
新
た
に
開
い
て
採
掘
す

る
状
態
で
、
石
炭
生
産
の
最
大
の
隘
路
で
あ
っ
た
。

こ
の
解
決
に
蒸
気
機
関
に
よ
る
ポ
ン
プ
揚
水
が
試
み
ら
れ
た
が
失
敗
が
繰
返
さ
れ

た
。
こ
の
難
関
を
杉
山
徳
三
郎
が
目
尾
炭
坑
で
一
八
八
〇

(

明
治
一
三)

年
に
試
運

転
を
へ
て
、
翌
一
四
年
に
ポ
ン
プ
揚
水
に
成
功
し
、
筑
豊
炭
田
の
近
代
化
の
道
を
開

い
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
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杉
山
徳
三
郎
が
ポ
ン
プ
揚
水
の
成
功
に
至
っ
た
事
績
と
ポ
ン
プ
を
設
置
し
た
目
尾

炭
坑
跡
の
確
認
、
周
辺
の
近
代
化
遺
産
の
連
携
に
よ
り
、
筑
豊
炭
田
の
石
炭
産
業
近

代
化
遺
産
の
価
値
を
高
め
る
も
の
と
し
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
内
容
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
た
。

二
�
ポ
ン
プ
揚
水
へ
の
道
の
り

一)

筑
豊
炭
田
石
炭
産
業
で
の
機
械
排
水
の
進
展

九
州
で
は
一
八
六
九

(

明
治
二)

年
に
高
島
炭
坑
の
北
渓
井
坑
の
坑
底
で
、
外
人

教
師
の
指
導
に
よ
り
水
揚
使
用
し
た
の
が
初
め
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
種
類
は

明
ら
か
で
な
い
。

筑
豊
で
は
日
本
人
の
手
で
機
械
化
に
挑
戦
し
た
の
が
特
徴
で
そ
の
流
れ
を
記
述
す

る

(

１)(

４)(

６)(

９)(

�)(

�)(

�)

。①

一
八
七
五

(

明
治
八)

年
暮
れ
長
崎
の
造
船
技
師
片
山
逸
太
が
田
川
郡
糸
田

村
の
中
元
寺
川
の
ほ
と
り
で
蒸
気
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
実
験
を
行
っ
た
が
、
一

時
揚
水
さ
れ
た
も
の
の
ポ
ン
プ
は
止
ま
り
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
麻
生
、
貝
島
、

安
川
な
ど
の
姿
も
あ
り
、
近
辺
か
ら
の
見
物
人
が
一
万
人
も
詰
め
か
け
た
と
い

わ
れ
、
関
心
の
深
さ
が
窺
わ
れ
た
。

②

一
八
七
六

(

明
治
九)

年
六
月
、
貝
島
太
助
が
二
、九
〇
〇
円
で
長
崎
か
ら

汽
船
用
の
蒸
気
機
関
を
購
入
、
直
方
炭
坑
に
据
え
付
け
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ

た
。

③

一
八
七
八

(

明
治
一
一)

年
帆
足
義
方
が
香
月
炭
坑
に
蒸
気
機
関
を
据
え
付

け
た
が
失
敗
し
た
。

④

一
八
八
〇

(

明
治
一
三)

年
一
二
月
八
日
杉
山
徳
三
郎
が
目
尾
炭
坑
で
ス
ペ

シ
ャ
ル
ポ
ン
プ
の
試
用
に
成
功
し
、
明
治
一
四
年
四
月
目
尾
炭
坑
で
機
械
排
水

に
成
功
し
、
そ
の
後
各
坑
続
々
こ
れ
に
な
ら
う
。

二)

杉
山
徳
三
郎
の
近
代
化
へ
の
取
り
組
み

(

一)

杉
山
徳
三
郎
の
筑
豊
に
至
る
ま
で
の
生
い
立
ち

杉
山
徳
三
郎
は
一
八
三
九

(

天
保
一
〇)

年
一
〇
月
一
八
日
、
長
崎
奉
行
所
の
地

役
人
、
杉
山
弥
三
郎
の
次
男
と
し
て
現
長
崎
市
内
に
生
ま
れ
た
。
一
八
五
七

(

安
政

四)

年
一
八
歳
の
と
き
に
長
崎
海
軍
伝
習
所
に
二
期
生
と
し
て
入
所
し
た
。
一
期
生

の
勝
海
舟
や
蘭
人
教
師
カ
ッ
テ
ィ
ン
デ
ィ
ケ
な
ど
か
ら
薫
陶
を
受
け
、
砲
術
、
蒸
気

理
論
と
運
用
技
術
な
ど
を
学
ん
だ
の
ち
、
官
営
長
崎
製
鉄
所
で
働
い
た

(

１)(

９)

。

一
八
五
八

(

安
政
五)

年
一
〇
月
に
は
長
州
藩
の
伊
藤
博
文
が
上
司
の
来
原
良
蔵

と
共
に
来
崎
し
、
翌
年
の
六
月
ま
で
滞
在
し
て
こ
の
伝
習
所
で
学
ん
だ
が
、
こ
の
二

人
を
教
育
し
た
中
に
杉
山
徳
三
郎
が
い
た

(

１)(

９)

。

徳
三
郎
は
、
一
八
六
九

(

明
治
二)

年
当
時
兵
庫
県
知
事
で
あ
っ
た
伊
藤
博
文
と

の
再
会
を
機
に
兵
庫
製
鉄
所

(

の
ち
の
川
崎
重
工
業)

の
建
設
に
参
画
、
さ
ら
に
一

八
七
五

(

明
治
八)

年
か
ら
横
浜
製
鉄
所

(

の
ち
の
石
川
島
重
工)

の
経
営
に
も
携

わ
っ
た

(

１)

。

(

二)

筑
豊
炭
田
の
目
尾
炭
坑
へ
の
進
出

新
た
な
事
業
を
模
索
し
て
い
た
徳
三
郎
は
、
一
八
七
九

(

明
治
一
二)

年
に
長
崎

博
覧
会
で
ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
ン
プ
を
見
て
、
石
炭
産
業
の
将
来
に
目
を
つ
け
、
蓄
積
し

た
蒸
気
機
関
の
技
術
を
用
い
た
石
炭
産
業
へ
の
進
出
を
決
意
し
た
。

徳
三
郎
は
適
当
な
鉱
区
を
得
る
た
め
に
九
州
の
各
地
を
調
査
し
、
筑
豊
に
入
っ
て

調
査
の
結
果
目
尾
を
一
等
地
と
決
定
し
て
、
明
治
一
三
年
五
月
一
二
日
に
三
区
合
計
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八
万
三
九
七
五
坪
の
借
区
の
許
可
を
取
得
し
た
。

注)
一

工
部
省
鉱
山
課

『

鉱
山
借
区
一
覧
表

(

明
治

十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
調)』

(

杉
山
徳
三
郎

杉
山
謙
二
郎
著
よ
り

(

１))

注)

二

古
河
鉱
業
一
〇
〇
年
史
よ
り

(

５)

｢

目
尾
坑
は
明
治
七
年
、
村
民
瓜
生
伊
三
郎
、
高

野
正
蔵
の
借
区
と
な
っ
た
が
、
九
月
八
日
杉
山
徳
三

郎
の
所
有
に
移
っ
た
。
か
れ
は
一
四
年
こ
こ
に
坑
内

ポ
ン
プ
・
巻
上
機
を
据
え
付
け
て
運
転
を
開
始
し
、

機
械
的
創
業
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
市
兵
衛

は
こ
れ
を
二
九
年
一
一
月
譲
り
受
け
た｣

と
あ
る
の

で
、
も
っ
と
早
い
時
期
か
ら
協
議
が
あ
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
杉
山
謙
二
郎
も
触
れ
て
い
る
。

(

三)

ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
ン
プ
に
つ
い
て

(

１)(

７)(

�)

ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
ン
プ
は
英
国
タ
ン
ギ
イ
社
製
で
ま
た

発
明
者
の
名
に
よ
っ
て
カ
メ
ロ
ン
ポ
ン
プ
と
も
呼
ば
れ

た
。
構
造
的
に
は
蒸
気
機
関
の
気
機
部
分
と
ポ
ン
プ
自

体
が
ピ
ス
ト
ン
に
よ
っ
て
直
結
し
て
お
り
、
機
関
内
の
ピ
ス
ト
ン
の
運
動
が
そ
の
ま

ま
ポ
ン
プ
内
で
吸
・
排
水
運
動
を
起
こ
し
、
同
時
に
半
動
す
る
弁
の
助
け
で
排
水
を

行
う
。
し
た
が
っ
て
地
上
の
蒸
気
機
関
か
ら
パ
イ
プ
で
蒸
気
を
受
け
れ
ば
何
処
か
ら

で
も
稼
動
出
来
た
。
徳
三
郎
は
英
国
か
ら
二
台
購
入
し
て
据
え
付
け
た
。

(

四)

目
尾
炭
坑
で
の
開
坑
運
転
の
概
要

(

筑
前
炭
山
日
記
よ
り)

徳
三
郎
の
筑
豊
で
の
開
坑
の
状
況
は
、
徳
三
郎
の
日
記

｢

筑
前
炭
山
日
記｣

(

明

治
一
三
年
、
一
四
年)

の
中
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
日
記
は
、
第
二
次
大

戦
後
の
混
乱
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
が
、
開
坑
、
出
炭
等
に
対
す
る
部
分
が
写
真
撮

影
さ
れ
、
ネ
ガ
と
し
て
残
さ
れ
、
九
大
記
録
資
料
館

(

旧
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー)

に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る

(

１)

。

●

徳
三
郎
等
四
名

(

徳
三
郎
、
松
太
郎

(

甥)

、
茂
、
大
工
専
治
郎)

は
明
治
一

三
年
一
〇
月
七
日
に
長
崎
か
ら
目
尾
に
は
い
り
二
四
日
か
ら
竪
坑
を
掘
り
始
め

た
。

●

月
末
に
用
意
し
て
い
た
機
械
類
が
川
船
で
目
尾
に
到
着
し
た
。
蒸
気
機
関
、
蒸

気
缶
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
ン
プ
等
大
掛
か
り
な
も
の
で
、
三
回
に
わ
た
っ
て
目
尾

に
運
び
こ
ん
だ
。

●

一
二
月
八
日
に
徳
三
郎
は
竪
坑
を
掘
り
進
み
な
が
ら
、
蒸
気
缶
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ポ
ン
プ
の
試
運
転
を
行
っ
て
好
結
果
を
得
た
。
片
山
逸
太
が
見
に
来
る
。
九
日

ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
ン
プ
の
試
運
転
申
し
分
な
し
。
小
竹
よ
り
見
物
人
来
る
。

●

四
月
に
入
る
と
巻
上
機
の
組
み
立
て
が
完
了
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
ン
プ
と
併
用
し

て
水
揚
げ
を
行
い
、
総
て
の
体
制
が
整
っ
た
の
は
四
月
一
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。

四
日
間
の
休
日
を
と
り
そ
の
後
本
格
的
な
掘
削
に
か
か
り
、
五
月
二
一
日
に
七

ヘ
ダ
三
尺
炭
に
到
達
し
た
。

●

明
治
一
四
年
に
深
さ
一
四
〇
尺

(

四
二
ｍ)

で
四
尺
炭
、
明
治
一
九
年
に
は
深

さ
一
八
三
尺

(

五
五
ｍ)

で
五
尺
炭
、
明
治
二
五
年
に
は
深
さ
一
九
三
尺

(

五

八
ｍ)
ま
で
掘
っ
て
底
三
尺
に
達
し
た
。
竪
坑
は
幅
八
尺
、
長
一
丈
一
尺(

二
・

四
ｍ
＊
三
・
三
ｍ)

の
長
方
形
で
あ
っ
た
。

●

徳
三
郎
は
斜
坑
・
竪
坑
に
関
わ
ら
ず
蒸
気
力
を
動
力
源
と
し
て
、
排
水
、
人
・

― 35 ―

郡名 村名 字 鉱種 坪 数 番号 借区人 許可年月

穂波 目尾 山ノ谷 石炭 2750�0 官 350 杉山徳三郎 13年５月12日

同 同 同 13000�0 借 1530 同 人 13年５月12日

同 同 同 石炭 45225�0 官 337 同 人 13年５月12日

工部省鉱山課 『鉱山借区一覧表 (明治十六年十二月三十一日調)』



物
資
の
昇
降
、
石
炭
の
搬
出
を
総
合
的
に
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。

※
明
治
一
九
年
末
の
目
尾
炭
坑
の
状
況
に
つ
い
て
三
池
坑
の
技
術
者

吉
原
政
道
の
長
崎
県
下
・
福
岡
県
下
炭
山
報
告

｢

工
學
會
明
治
二

〇
年｣

の
内
容
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
た

(

�)

。

○
竪
坑
は
深
さ
一
八
五
尺

(

五
六
ｍ)

、
幅
八
尺
長

(

二
・
四
ｍ)

、

一
丈
一
尺

(

三
・
三
ｍ)
、
櫓
は
四
本
柱
で
上
部
に
至
っ
て
互
い

に
傾
斜
す
る
。
高
さ
三
〇
尺

(

九
ｍ)

溝
車
の
径
六
尺

(

一
・
八

ｍ)

巻
胴
の
径
五
尺

(

一
・
五
ｍ)
。

○
運
搬
は
三
六
〇
ｋ
ｇ
炭
車
、
木
道
に
帯
鉄
を
は
め
込
み
、
坑
口
よ

り
川
路
積
込
場
ま
で
の
距
離
一
一
〇
間

(
二
〇
〇
ｍ)

明
治
一
三
年
〜
一
四
年
の
日
記
を
下
表
に
記
述
す
る

(

１)

。

杉
山
謙
二
郎
は
曾
祖
父
徳
三
郎
の
目
尾
炭
坑
で
の
ポ
ン
プ
成
功
を
次

の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

石
炭
史
の
研
究
家
久
保
山
雄
三
は

｢

目
尾
炭
坑
に
於
い
て
初
め
て
十

分
な
効
果
を
奏
し
得
た
こ
と
は
、
斯
業
大
革
新
を
促
す
こ
と
に
な
り
、

そ
の
後
各
炭
鉱
は
競
っ
て
所
謂
文
明
の
機
械
を
設
置
し
、
か
く
し
て
従

来
の
人
力
の
み
に
よ
っ
て
採
掘
さ
れ
た
筑
豊
の
野
は
、
爾
後
数
年
を
出

ず
し
て
近
代
機
械
鉱
業
の
色
彩
を
発
揮
す
る
に
至
っ
た｣

と
説
明
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
農
商
務
省
の｢

第
三
次
農
商
務
統
計
表(

明
治
二
一
年
一
〇
月)｣

に
よ
る
と
、
わ
ず
か
五
年
後
の
明
治
一
九
年
に
は
福
岡
県
の
主
要
炭
坑

二
七
坑
の
う
ち
、
そ
の
六
割
、
一
五
坑
が
蒸
気
機
関
を
設
置
し
て
お
り
、

そ
の
半
数
は
二
五
馬
力
以
上
の
大
型
の
出
力
を
有
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
徳
三
郎
は
開
坑
時
と
同
じ
よ
う
に
自
分
の
蒸
気
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明治13年 明治14年

日 付 内 容 日 付 内 容

１月１日
着炭・出炭の上は ｢筑前穂波郡之礦業を繁栄｣
させることを誓う｡

２月26日 再び目尾に機械を陸揚げする｡

３月１日 第３回目の機械陸揚げ｡

４日 森清に割増金を払う｡ 真石を掘り抜ける｡

10日
ドンキーポンプを試すが､ この後１ケ月これ
の ｢水入れ｣ 調整に苦労する｡

11日 第1回費用計算｡

30日 中之島炭坑仏人が見分に来る｡

31日
ナンバ捲き人夫が休み､ 機械での水揚げ用意
に努力する｡

４月１日 第２回費用計算｡

４日
巻機械組立終了､ 掘方始める｡
然し水桶が小さい｡

５日 捲上機を使用して昼夜堀り下げる｡

７日 スラセ機械組立｡

８日 ナンリ､ スラセ金物を取り付ける｡

13日 全ての準備が整い４日間掘方休む｡

５月19日 先端部で錐を突き入れたところ粉炭を見る｡

21日
着炭､ ７ヘダ３尺を採り､ ｢炭美也｣ と記す｡
然し急激な出水で大いに苦労する｡

25日 10吋スペシャルポンプを投入する｡

６月５日 木枠21枠を入れる｡ 掘り進む｡

11月４日 兵庫高見へ河船にて送炭｡

10月7日
徳三郎等４名 (徳三郎､ 松太郎､ 茂､ 大工
専治郎) 前日海路から博多に着き､ 当日目
尾に到着｡

24日 人夫３人で竪坑を掘り始める｡

31日 川船で運んだ機械類の荷揚げを終了｡

12月１日 蒸気缶を試す､ 三個とも上出来である｡

８日
スペシャルポンプを試して好結果を得る｡
片山逸太が見に来る｡

９日
スペシャルポンプの試運転申し分なし｡ 小
竹より見物人来る｡

11日 竪坑用材木の引合いを行う｡

13日
森義平が金技仕事に取り掛かる｡ 片山､ 松
本潜が来る｡ 真石の存在に言及する｡ 工部
大学校生徒石橋来所｡

16日
瓜生治助とともに郡役所に行き借区権3枚
を受け取る｡

17日
香月に木材見分に行く｡ 帆足義方のパイプ
借用申込みを断る｡

18日 坑口より鉄道用路の願書を出す｡

19日 片山逸太にポンプ１台を450円で売り渡す｡

22日
長崎に機械が到着する｡ 帰崎の上1240ドル
を払う｡

筑前炭山日記 (明治13年～14年)



機
関
技
術
の
公
開
と
普
及
に
努
め
、
炭
坑
主
達
が
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
際
に
は
そ
の

紹
介
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
役
目
を
は
た
し
た
と
い
う
。

麻
生
太
吉
、
安
川
敬
一
郎
な
ど
同
業
者
は
徳
三
郎
に
教
え
を
仰
ぎ
、
ポ
ン
プ
の
購

入
を
徳
三
郎
に
依
頼
し
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
筑
豊
炭
田
発
展
の
大
き
な
力
に
な
っ

た
。以

上
の
結
果
、
九
州
の
中
で
も
高
島
、
佐
賀
地
方
を
下
回
っ
て
い
た
出
炭
量
は
明

治
二
一
年
に
は
完
全
に
抜
き
さ
り
、
全
国
出
炭
の
割
合
は
明
治
一
四
年
の
二
二
％
が
、

二
一
年
に
は
二
八
％
、
二
〇
年
後
半
に
は
四
〇
％
を
越
え
、
明
治
三
〇
年
代
に
は
五

〇
％
を
越
す
我
が
国
最
大
の
産
炭
地
に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
捲
上
機
、
揚
水
ポ
ン
プ
な
ど
の
鉱
山
機
械
を
製
作
す
る
鉄
工
所
が
明
治

二
〇
年
代
に
直
方
で
相
次
い
で
設
立
さ
れ
、
明
治
三
一
年
に
は
工
場
数
四
〇
を
数
え
、

飯
塚
に
は
明
治
二
九
年
幸
袋
工
作
所
が
発
足
し
て
伊
藤
伝
右
衛
門
が
初
代
社
長
に
就

任
し
、
逝
去
す
る
昭
和
二
二
年
ま
で
社
長
と
し
て
炭
坑
の
石
炭
生
産
を
支
え
た
。
こ

れ
ら
は
北
九
州
の
八
幡
製
鐵
所
の
誘
致
、
原
料
部
門
の
製
鉄
二
瀬
炭
鉱
の
開
発
に
繋

が
っ
て
行
っ
た

(

�)(

�)。

三
�
杉
山
徳
三
郎
の
長
崎
に
お
け
る
活
動

一
八
八
五

(

明
治
一
八)

年
福
岡
県
の

｢

石
炭
坑
業
人
組
合
準
則｣

の
発
令
に
よ

り
筑
前
国
豊
前
国

(

筑
豊)

坑
業
組
合
が
設
立
さ
れ
た
と
き
、
穂
波
郡
の
組
合
設
立

を
主
導
し
て
組
合
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
な
り
、
若
松
の
石
炭
一
括
販
売
人
を
引
き
受

け
た
。
し
か
し
炭
価
の
下
落
も
あ
り
明
治
一
九
年
終
わ
り
頃
に
は
廃
止
に
な
っ
た
が

積
極
的
に
業
界
の
リ
－
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

(

�)

。

徳
三
郎
は
明
治
二
二
年
末
の
選
定
鉱
区
三
四
鉱
区
で
は
二
七
番
の
目
尾
鉱
区
二
〇

二
、九
六
〇
・
〇
坪
を
取
得
し
て
お
り
、
当
初
の
八
三
、九
七
五
坪
よ
り
増
加
し
て
い

る

(

４)(

６)(

�)

。徳
三
郎
は
明
治
二
一
年
ご
ろ
長
崎
市
外
に
広
大
な
邸
宅
を
た
て
、
明
治
二
四
年
に

兄
友
之
進
の
長
男
の
杉
山
松
太
郎
に
一
任
し
て
、
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
徳
三
寺

の
建
立
に
意
を
注
ぐ
と
と
も
に
明
治
二
七
年
に
目
尾
炭
坑
を
一
五
〇
〇
〇
円
で
松
太

郎
に
売
り
渡
し
た
と
い
う

(

１)

。
徳
三
郎
と
松
太
郎
と
の
間
を
取
り
持
っ
た
の
が
松
本
潜

と
伊
藤
伝
六

(

伊
藤
伝
右
衛
門
の
父)

で
あ
っ
た
。
松
太
郎
は
明
治
二
九
年
一
一
月

に
古
河
市
兵
衛
に
売
却
し
た
。

長
崎
で
は
松
島
炭
坑
の
開
発
や
財
界
活
動
を
行
い
、
一
九
三
〇

(

昭
和
五)

年
六

月
一
九
日
に
永
眠
、
九
一
歳
の
長
寿
を
保
っ
た

(

１)

。

四
�
目
尾
炭
坑
の
譲
渡

古
河
鉱
業
創
業
一
〇
〇
年
史
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
九
年
に
勝
野
坑
、
沓
抜
坑
、
目

尾
坑
、
塩
頭
坑
を
買
収
し
た
。
勝
野
、
沓
抜
両
坑
は
福
岡
県
鞍
手
郡
勝
野
村
に
あ
り
、

鉱
区
は
前
者
三
八
万
坪
、
後
者
四
万
七
〇
〇
〇
坪
。
目
尾
、
塩
頭
両
坑
は
同
県
嘉
穂

郡
大
谷
村
に
あ
り
、
鉱
区
は
前
者
二
一
万
五
〇
〇
〇
坪
、
後
者
五
万
坪
で
あ
っ
た
。

市
兵
衛
は
四
坑
を
統
一
し
て
経
営
に
当
た
っ
た
。
こ
れ
が
古
河
目
尾
炭
鉱
で
あ
る
。

勝
野
坑
は
明
治
二
二
年
七
月
以
来
日
本
郵
船
会
社
が
経
営
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

塩
頭
坑
は
日
本
郵
船
の
近
藤
廉
平
が
明
治
一
三
年
一
〇
月
借
区
出
願
を
な
し
、
二
六

年
七
月
近
藤
お
よ
び
杉
山
松
太
郎
の
共
同
鉱
区
と
し
、
二
九
年
四
月
開
坑
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。

目
尾
坑
は
明
治
七
年
、
村
民
瓜
生
伊
三
郎
、
高
野
正
蔵
の
借
区
と
な
っ
た
が
、
杉

山
徳
三
郎
の
所
有
に
移
っ
た
。
か
れ
は
一
四
年
こ
こ
に
坑
内
ポ
ン
プ
・
巻
上
機
を
据
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え
付
け
て
運
転
を
開
始
し
、
機
械
的
操
業
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
市
兵
衛
は

こ
れ
を
二
九
年
一
一
月
譲
り
う
け
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

沓
抜
坑
は
森
清
高
吉
ほ
か
五
名
の
借
区
で
あ
っ
た
も
の
を
、
明
治
三
〇
年
に
買
収

し
た
。
目
尾
坑
は
炭
量
枯
渇
で
昭
和
四
年
六
月
休
止
、
塩
頭
坑
は
昭
和
五
年
一
一
月

休
止
し
た
。
目
尾
浜
生
神
社
に
杉
山
徳
三
郎
寄
進
の
奉
納
額
、
小
竹
貴
船
神
社
に
杉

山
松
太
郎
寄
進
の
狛
犬
が
あ
る
。

明
治
三
十
年
五
月
発
行
の
高
野
江
基
太
郎
著

｢

筑
豊
炭
砿
誌｣

に
記
載
さ
れ
た
目

の
尾
炭
坑

(

明
治
三
十
年
九
月
現
状)
か
ら
記
載
す
る

(

２)

。

坑
主

古
河
市
兵
衛

鉱
業
代
人

安
達
仁
造

位
置

大お
お

谷や

村
大
字
目
の
尾

(

現
在
飯
塚
市)

借
区
坪
数

二
十
一
萬
五
千
三
百
三
十
三
坪

沿
革
梗
概

本
坑
は
筑
豊
四
郡
の
各
坑
中
最
も
有
名
な
る
老
坑
に
し
て
杉
山
徳

三
郎
氏
の
手
に
よ
り
て
開
坑
さ
れ
明
治
十
三
年
他
坑
に
率
先
し
て
蒸
気
機
関

の
据
付
け
を
な
し
始
め
て
機
械
的
採
掘
の
功
を
完
く
せ
り
爾
来
杉
山
氏
の
所

有
と
し
て
久
し
く
採
掘
し
来
た
り
し
も
明
治
二
十
九
年
十
一
月
中
現
坑
主
古

河
市
兵
衛
氏
之
を
買
い
受
け
勝
野
炭
坑
と
共
に
安
達
仁
造
氏
の
所
管
と
し
引

続
き
採
掘
事
業
を
営
め
り

事
務
員
以
下
雇
員

六
十
一
人

坑
夫

一
百
三
十
人
内
外
と
す
坑
夫
は
多
く
村
坑
夫
に
し
て
皆
付
近
の
民
家
に

住
み
し
日
々
出
稼
ぎ
す
る
も
の
な
り
本
坑
は
坑
夫
納
屋
の
設
け
な
し

坑
夫
の
賃
金

一
日
平
均
六
十
銭

運
搬

本
坑
は
近
く
鉄
道
線
路
に
接
し
坑
口
よ
り
汽
車
積
込
場
迄
僅
に
二
十
間

に
足
ら
ざ
れ
ば
其
の
運
炭
の
如
き
も
只
汽
車
積
込
賃
三
十
銭

(

一
萬
斤)

を

要
す
る
外
若
松
迄
の
運
賃
を
要
す
る
に
過
ぎ
ず
と
云
う
。

※
幸
袋
線

(

目
尾
炭
坑
の
石
炭
は
幸
袋
線
が
敷
設
さ
れ
て
、
水
運
か
ら
陸
運
に
切
り

替
わ
っ
た)

一
八
九
四

(

明
治
二
七)

年
一
二
月
二
八
日
開
業

(

筑
豊
鉄
道)

小
竹
〜
幸
袋

一
八
九
七

(

明
治
三
〇)

年
一
〇
月
一
日

(

合
併)

九
州
鉄
道

一
八
九
九

(

明
治
三
二)

年
一
二
月
二
六
日

(

貨
物
支
線
開
業)

幸
袋
〜
潤
野

一
九
〇
三

(

明
治
三
六)

年
一
一
月
二
八
日

(

貨
物
支
線
開
業)

目
尾
分
岐
点
〜
目
尾

(

駅
新
設)

一
九
六
九

(

昭
和
四
四)

年
一
二
月
八
日

(

路
線
廃
止)

小
竹
〜
二
瀬
、
貨
物
支
線

杉
山
謙
二
郎
に
よ
れ
ば
、
目
尾
坑
は
明
治
二
五
年
以
前
の
あ
る
時
点
で
第
二
坑
で

あ
る
斜
坑
、
二
五
年
以
降
に
第
三
坑
で
あ
る
斜
坑
と
竪
坑
の
三
本
で
操
業
し
て
い
た
。

明
治
二
九
年
以
降
買
収
し
た
古
河
鉱
業
は
後
に
徳
三
郎
が
初
め
に
掘
削
し
た
歴
史
的

竪
坑
を
排
気
竪
坑
と
し
て
、
第
三
坑
を
通
行
斜
坑
道
と
し
て
活
用
し
た
と
あ
る

(

３)

。

五
�
ポ
ン
プ
揚
水
に
成
功
し
た
竪
坑
坑
口
の
位
置
の
検
証

一)

杉
山
徳
三
郎
の
鉱
区
選
定
の
場
所

杉
山
徳
三
郎
が
筑
豊
炭
田
に
鉱
区
の
調
査
に
入
っ
た
の
は
明
治
一
二
年
〜
一
三
年

の
頃
で
、
目
尾
を
一
等
地
と
決
定
し
た
の
は

(

�)

、
東
に
遠
賀
川
の
支
流
嘉
麻
川
が
あ
っ

て
、
南
北
に
は
丘
陵
が
連
な
る
ま
さ
に
筑
豊
炭
田
の
中
央
部
に
位
置
す
る
所
で
あ
る

と
杉
山
謙
二
郎
は
記
述
し
て
い
る
。

前
述
の
通
り
坑
口
は
遠
賀
川
の
中
流
区
域
で
二
〇
〇
ｍ
程
度
の
距
離
で
あ
り
、
交

通
に
便
利
な
長
崎
街
道
筋
の
飯
塚
、
直
方
の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
石
炭
生
産
に
何
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か
と
便
利
な
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
選
定
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

二)

残
さ
れ
た
写
真
に
よ
る
調
査

徳
三
郎
が
掘
削
開
始
し
た
頃
の
写
真
は
残
っ
て
お
ら
な
い
が
、
古
河
鉱
業
創
業
一

〇
〇
年
史
、
元
筑
豊
鉱
山
学
校
資
料
に
掲
載
さ
れ
た
明
治
三
四
年
の
目
尾
炭
坑
の
写

真
、
そ
れ
を
も
と
に
小
竹
駅
〜
鯰
田
駅
間

(

明
治
二
七
年
七
月
三
日
開
通)

の
遠
賀

川
に
か
か
る
嘉
麻
川
橋
梁
通
過
中
の
列
車
か
ら
平
成
二
〇
年
一
一
月
一
五
日
撮
影
し

た
写
真

(

遠
賀
川
左
岸
堤
防
付
近)
と
比
較
し
て
周
囲
の
山
容
が
似
て
い
る
こ
と
か

ら
当
時
の
目
尾
炭
坑
竪
坑
の
位
置
を
略
確
認
し
た
。

目
尾
炭
坑
の
竪
坑
は
明
治
一
四
年
に
一
四
〇
尺
の
深
さ
で
、
筑
豊
炭
田
で
木
製
竪

坑
で
あ
る
が
深
さ
一
〇
〇
尺
を
越
え
た
竪
坑
は
筑
豊
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
蒸

気
機
関
、
巻
上
機
設
置
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
ポ
ン
プ
揚
水
成
功
と
共
に
筑
豊

炭
田
の
近
代
化
の
先
駆
と
な
っ
た
意
義
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
同
竪
坑
は
明
治
一

九
年
に
一
八
三
尺
、
明
治
二
五
年
に
一
九
三
尺
の
深
さ
ま
で
深
部
採
掘
の
た
め
延
長

さ
れ
て
い
る
。
当
時
一
〇
〇
尺
を
越

え
た
竪
坑
は
、
明
治
一
八
年
に
藤
棚

竪
坑

(

一
二
〇
尺)

、
新
入
旧
竪
坑

(

一
三
〇
尺)

、
明
治
一
九
年
に
大
之

浦
竪
坑(

一
二
五
尺)

な
ど
が
あ
り
、

目
尾
炭
坑
は
当
時
近
代
的
な
先
進
炭

坑
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

(

１)

。

筑
豊
炭
田
で
竪
坑
開
鑿
の
先
駆
は

新
入
竪
坑
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
杉

山
謙
二
郎

(

１)

が
指
摘
す
る
と
お
り
正
確

で
な
く
、
明
治
一
四
年
に
ポ
ン
プ
揚
水
成
功
の
一
四
〇
尺
の
目

尾
炭
坑
の
竪
坑
が
初
め
て
と
思
わ
れ
、
近
代
化
の
先
駆
者
の
杉

山
徳
三
郎
の
功
績
は
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
。

明
治
十
年
代
の
約
五
〇
〇
の
炭
坑
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
中

で
、
目
尾
炭
坑
の
出
炭
量
は
筑
豊
炭
田
の
五
〜
六
％
を
占
め
た

と
い
わ
れ
、
有
力
な
機
械
化
さ
れ
た
炭
坑
と
い
わ
れ
た
こ
と
は

下
表
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。

三)

坑
口
位
置
の
確
認

杉
山
徳
三
郎
が
筑
豊
の
目
尾
炭
坑
で
、
ポ
ン
プ
揚
水
の
成
功

は
知
ら
れ
て
い
る
が
揚
水
し
た
坑
口
の
位
置
、
遺
産
の
有
無
を

調
査
し
た
報
告
は
見
当
た
ら
な
い
。
目
尾
炭
坑
が
採
掘
終
了
し
た
昭
和
四
年
か
ら
八

〇
年
を
経
過
し
た
が
、
そ
の
位
置
や
遺
構
の
有
無
が
分
か
り
、
筑
豊
炭
田
の
近
代
化

の
道
筋
が
確
認
で
き
れ
ば
、
筑
豊
炭
田
の
価
値
が
高
く
な
り
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
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年次 目 尾 坑 筑 豊 計 ％

16 23�530 (14�118) 428�312 (256�987) 5�5

20 47�000 (28�200) 688�937 (413�616) 6�8

筑豊５郡と目尾出炭高表 １千斤 (�)(１)

同上位置よりの写真 2008.11撮影

明治34年頃の目尾炭坑
古河鉱業創業100年史・元筑豊鉱山学校資料

目尾炭坑竪坑付近拡大図



出
す
こ
と
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

六
�
坑
口
位
置
確
認
の
発
掘
調
査

旧
目
尾
炭
坑
の
現
在
の
所
在
は
飯
塚

市
で
、
飯
塚
市
教
育
委
員
会
は
平
成
二

一
年
三
月
初
旬
か
ら
、
目
尾
炭
坑
跡
地

の
確
認
調
査
を
開
始
し
、
四
月
二
〇
日

に
は
旧
幸
袋
線
の
石
炭
積
込
線
軌
道
、

排
水
管
、
石
垣
、
竪
坑
と
思
わ
れ
る
跡

な
ど
が
確
認
さ
れ
、
継
続
調
査
す
る
こ

と
と
し
て
い
る

(

�)

。

目
尾
炭
坑
跡
の
現
況
を
掲
載
し
た
が
、
今
後
の
調
査
に
よ
り
、
目
尾
炭
坑
跡
が

｢

筑
豊
の
近
代
化
遺
産
発
祥
の
地｣

の
史
跡
と
し
て
整
備
さ
れ
、
筑
豊
石
炭
産
業
の

価
値
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

七
�
目
尾
炭
坑
跡
、
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
付
近
の
近
代
化
遺
産

明
治
一
四
年
に
ポ
ン
プ
揚
水
の
成
功
に
よ
る
筑
豊
炭
田
の
近
代
化
の
道
を
開
い
た

目
尾
炭
坑
跡
の
近
く
に
あ
る
旧
伊
藤
邸
の
中
に
伊
藤
商
店
の
事
務
所
を
構
え
、
明
治

二
九
年
に
幸
袋
工
作
所
を
創
立
し
て
伊
藤
伝
右
衛
門
が
社
長
と
し
て
ポ
ン
プ
、
巻
上

機
な
ど
を
製
造
し
て
筑
豊
炭
鉱
の
中
央
工
場
と
し
て
近
代
化
の
促
進
を
図
っ
た
こ
と
、

炭
坑
労
働
者
が
足
を
運
ん
で
楽
し
ん
だ
嘉
穂
劇
場
な
ど
労
働
者
の
生
活
の
場
と
し
て

の
嘉
穂
劇
場
な
ど
を
セ
ッ
ト
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
筑
豊
石
炭
産
業
の
価
値
向
上
の

た
め
周
辺
の
近
代
化
遺
産
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

一)

目
尾
炭
坑
関
連

●

目
尾
炭
坑
の
竪
坑
跡
、
関
連
施
設

●

水
運
輸
送
の
遠
賀
川
の
川
船
輸
送
船
着
場
の
調
査

●

小
竹
〜
幸
袋
間
の
石
炭
輸
送
の
幸
袋
線
・
目
尾
駅

●

小
竹
〜
鯰
田
の
筑
豊
本
線
の
嘉
麻
川
橋
梁

二)

幸
袋
工
作
所
跡

●

工
場
の
位
置
と
建
物
群
、
製
品
等

三)

嘉
穂
劇
場
の
内
容

四)

巻
上
機
台
座
、
住
友
忠
隈
炭
砿
の
ボ
タ
山

五)

伊
藤
伝
右
衛
門
関
係

●

製
鐵
二
瀬
炭
鉱
に
売
却
し
た
高
雄
炭
坑
な
ど

●

伊
藤
伝
衛
門
寄
進
の
鳥
居
、
慰
霊
碑
な
ど

に
つ
い
て
記
述
す
る
。

○
目
尾
炭
坑
の
遺
産

飯
塚
市
教
育
委
員
会
で
調
査
中
で
あ
る
の

で
、
そ
の
進
展
を
見
守
り
た
い
が
、
竪
坑
跡
、

排
水
管
、
石
垣
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

○
水
運
輸
送
の
船
着
場
は
、
遠
賀
川
の
河
川

改
修
が
進
ん
で
お
り
確
認
が
出
来
な
い
が
、

幸
袋
町
史
の
記
録
を
合
わ
せ
掲
載
す
る
。

○
幸
袋
線

幸
袋
線
は
小
竹
〜
幸
袋
間
が
一
八
九
四
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目尾炭坑跡付近地図

目尾炭坑船付場 幸袋町史より



(
明
治
二
七)

年
開
業
、
一
八
九
九

(

明
治
三
二)

年
に
幸
袋
〜
潤
野
間
開
通
し
、

製
鐵
二
瀬
炭
鉱
の
石
炭
輸
送
、
一
九
〇
三

(

明
治
三
六)

年
に
目
尾
駅
が
新
設
さ
れ

た
。
一
九
六
九

(

昭
和
四
四)

年
炭
鉱
閉
山
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
。

現
在
道
路
に
な
っ
て
い
る
が
、
目
尾
駅
付
近
の
線
路
が
確
認
さ
れ
た
。

○
筑
豊
本
線
小
竹
〜
鯰
田
間

嘉
麻
川
橋
梁

小
竹
〜
鯰
田
間
の
嘉
麻
川
橋
梁
は
明
治
二
六
年
完
成
、
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
ー
式
の

も
の
で
、
現
在
の
橋
梁
は
昭
和
五
七
年
三
月
に
下
流
側
に
梅
林
建
設
㈱
施
工
、
形
式

ワ
ー
レ
ン
ト
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

○
幸
袋
工
作
所

明
治
二
九
年
に
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
に
近
い
幸
袋
町
に
創
立
さ
れ
、
伊
藤
伝
右
衛

門
が
社
長
と
な
り
、
昭
和
二
二
年
に
逝
去
す
る
ま
で
、
筑
豊
炭
田
の
中
央
工
場
と
し

て
の
役
目
を
果
た
し
た
。

一
九
六
三

(

昭
和
三
八)

年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
る
閉
山
が
相
次
ぎ
、
業
績

悪
化
に
よ
り
日
鉄
鉱
業
㈱
に
譲
渡
さ
れ
、
製
鉄
関
係
機
器
、
コ
ン
ベ
ヤ
ー
な
ど
の
産

業
機
械
の
製
造
を
続
け
た
が
、
工
場
老
朽
化
に
よ
り
一
九
九
〇

(

平
成
二)

年
に
本

社
工
場
総
て
庄
内
工
業
団
地
に
移
転
、
二
〇
〇
三

(

平
成
一
五)

年
、｢
幸
袋
テ
ク

ノ｣

に
引
継
が
れ
た
。

跡
地
は
一
部
工
業
団
地
、
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
見
学
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。

○
嘉
穂
劇
場

嘉
穂
劇
場
は
大
正
一
一
年
一
月
に
木
造
三
階
建
て
と
し
て
開
場
し
た
中
座
が
前
身

で
、
昭
和
三
年
五
月
全
焼
、
翌
四
年
五
月
に
再
建
さ
れ
た
も
の
の
、
五
年
七
月
台
風

に
よ
り
倒
壊
、
昭
和
六
年
木
造
二
階
建
で

｢

嘉
穂
劇
場｣

と
し
て
再
建
さ
れ
、
国
内

有
数
の
マ
ス
席
七
二
、
収
容
人
員
一
二
〇
〇
名
の
大
衆
劇
場
の
殿
堂
、
炭
鉱
全
盛
時

の
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
、
平
成
一
四
年
飯
塚
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

平
成
一
五
年
七
月
の
集
中
豪
雨
で
浸
水
大
被
害
を
受
け
た
が
、
多
く
の
市
民
、
全

国
規
模
の
支
援
で
一
年
後
に
復
旧
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

｢

嘉
穂
劇
場｣

と
し
て
市
民

と
と
も
に
興
行
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

平
成
一
八
年
一
一
月
国
登
録
文
化
財
指
定
、
平
成
一
九
年
一
一
月
経
済
産
業
省
の

｢

近
代
化
産
業
遺
産｣

に
認
定
さ
れ
た
。
炭
鉱
労
働
者
が
慰
安
を
求
め
て
足
を
運
ん

だ
生
活
が
感
じ
ら
れ
る
近
代
化
遺
産
で
あ
る
。

○
住
友
忠
隈
炭
砿
ボ
タ
山

忠
隈
炭
砿
は
一
八
八
五

(

明
治
一
八)

年
に
麻
生
太
吉
に
よ
り
開
か
れ
、
一
八
九

四

(

明
治
二
七)

年
住
友
に
譲
渡
さ
れ
一
九
六
五

(

昭
和
四
〇)

年
に
閉
山
す
る
ま

で
、
住
友
の
九
州
の
主
力
炭
砿
と
し
て
操
業
さ
れ
た
。
昭
和
四
年
頃
か
ら
ボ
タ
山
ス

キ
ッ
プ
巻
揚
げ
施
設
が
整
え
ら
れ
、
昭
和
三
〇
年
頃
に
は
三
連
円
錐
形
の
形
と
な
っ

た
。
こ
の
ボ
タ
山
は
三
つ
の
山
か
ら
出
来
て
お
り
、
高
さ
一
一
三
〜
一
四
一
ｍ
、
周

囲
二
㎞
、
総
容
量
六
七
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
山
と
な
り
、
形
が
良
い
の
で

｢

筑
豊
富
士｣

の
呼
び
名
で
人
々
に
親
し
ま
れ
た
。
現
在
は
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る

が
、
我
が
国
の
近
代
化
を
支
え
た
記
念
碑
と
な
っ
た
。

○
巻
上
機
台
座

三
菱
飯
塚
炭
礦
は
中
島
徳
松
が
一
九
一
五

(

大
正
四)

年
に
飯
塚
炭
礦
の
前
身
の

大
徳
炭
鉱
の
経
営
に
着
手
し
て
、
大
正
七
年
に
中
島
鉱
業
㈱
を
設
立
、
昭
和
四
年
に

三
菱
鉱
業
に
譲
渡
、
飯
塚
鉱
業
と
し
て
操
業
し
た
。
一
九
三
六

(

昭
和
一
一)

年
に

三
菱
鉱
業
に
合
併
、
三
菱
飯
塚
炭
礦
と
し
て
最
盛
期
は
従
業
員
二
四
〇
〇
名
、
年
間

七
〇
万
ト
ン
を
生
産
し
た
が
、
昭
和
三
六
年
閉
山
し
た
。

大
正
時
代
に
建
設
さ
れ
た
斜
坑
の
巻
上
機
台
座
一
二
ｍ
が
飯
塚
市
指
定
文
化
財
と

し
て
連
卸
の
台
座
と
と
も
に
残
っ
て
い
る
。
説
明
板
に
よ
る
と
、
巻
上
機
は
蒸
気
で
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運
転
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
昭
和
四
年
の
石
炭
時
報
で
は
、
建
物
の
煙
突
か
ら
蒸
気
が

上
が
っ
て
い
る
の
で
確
か
め
ら
れ
た
。
前
の
道
路
は
昭
和
六
三
年
に
廃
止
さ
れ
た
旧

国
鉄
上
山
田
線
の
跡
地
で
あ
る
。
近
代
化
産
業
遺
産
認
定
さ
れ
て
い
る
。

○
製
鐵
二
瀬
炭
鉱
遺
産

八
幡
製
鐵
所
の
原
料
部
門
と
し
て
一
八
九
九

(

明
治
三
二)

年
に
製
鐵
所
二
瀬
出

張
所
が
設
置
さ
れ
、
安
川
・
松
本
が
経
営

(

支
配
人
に
伊
藤
伝
六
、
中
野
徳
次
郎)

し
て
い
た
高
雄
一
坑
・
二
坑
を
買
収
し
、
明
治
四
三
年
に
中
央
坑
竪
坑
完
成
、
大
正

初
期
年
産
五
〇
万
〜
六
〇
万
ト
ン
、
大
正
末
期
一
〇
〇
万
ト
ン
、
戦
後
年
産
四
〇
万

ト
ン
。
一
九
六
六

(

昭
和
四
一)

年
に
最
終
閉
山
し
た
。
現
在
ジ
ャ
ス
コ
敷
地
内
に

正
門
と
事
務
所
の
陶
板
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

○
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

筑
豊
の
石
炭
王
と
い
わ
れ
た
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
は
明
治
三
〇
年
頃
に
建
て
ら
れ
、

明
治
四
四
年
三
月
柳
原
白
蓮
と
結
婚
後
建
て
替
え
ら
れ
、
現
在
建
物
延
面
積
一
〇
一

九
㎡

(

三
〇
九
坪)

、
土
地
面
積
七
五
六
八
・
五
㎡

(

二
二
九
三
坪)

の
建
物
で
、

飯
塚
市
が
取
得
し
平
成
一
八
年
九
月
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
。
現
在
国
の
重
要

文
化
財
と
し
て
申
請
準
備
中
で
、
昨
年
一
一
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
の
産
業
遺
産
認

定
、
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
一
二
月

一
五
日
に
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
が
平
成
二
一
年
一
〇
月
残
念
な
が

ら
構
成
資
産
か
ら
外
れ
た
。
し
か
し
一
九
年
四
月
二
八
日
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
、
一

年
間
で
二
五
万
人
の
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
現
在
飯
塚
市
の
観
光
名
所
と
し
て
脚

光
を
浴
び
て
い
る
。

○
伊
藤
伝
右
衛
門
寄
進
の
鳥
居
、
慰
霊
碑

伊
藤
伝
右
衛
門
が
生
ま
れ
た
幸
袋
に
は
氏
神
様
の
許
斐
神
社
が
あ
る
。
父
伝
六
が

亡
く
な
っ
た
翌
年
の
明
治
三
三
年
九
月
一
二
日
に
許
斐
神
社
に
大
鳥
居
を
寄
進
し
た
。

鳥
居
の
裏
面
に
は

｢

明
治
三
十
三
年
九
月
吉
日

継
厳
父
伝
六
遺
志
建
之
伊
藤
伝
右

衛
門｣

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

相
田
の
宝
幢
寺
に

｢

相
田
炭
坑
死
亡
者
之
塔｣

が
あ
り
、
裏
に

｢

明
治
四
十
五
年

五
月
建
之

中
野
徳
次
郎

松
本
健
次
郎
、
伊
藤
伝
右
衛
門｣

と
刻
ま
れ
て
お
り
、

伊
藤
伝
右
衛
門
の
信
心
の
深
さ
が
偲
ば
れ
る

(

�)

。

旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
付
近
の
遺
産
一
覧
を
掲
載
す
る
。

八
�
む
す
び

筑
豊
石
炭
産
業
近
代
化
の
先
駆
者
杉
山
徳
三
郎
の
事
績
と
関
連
遺
産
に
つ
い
て
記

述
し
た
が
、
目
尾
炭
坑
で
ポ
ン
プ
揚
水
成
功
、
蒸
気
機
関
、
巻
上
機
の
先
進
的
機
械

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
杉
山
徳
三
郎
の
功
績
は
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
。

明
治
の
草
創
時
期
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
諸
外
国
の
産
業
技
術
を
取
得
し
て
、
筑

豊
炭
田
を
舞
台
と
し
て
筑
豊
石
炭
産
業
近
代
化
の
道
を
開
い
た
先
人
の
偉
業
を
顕
彰

し
後
世
に
語
り
継
ぎ
た
い
。
巻
末
に
近
代
化
遺
産
事
績
年
表
、
参
考
文
献
を
掲
載
し

た
。
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【

参
考
文
献】

(

１)

杉
山
謙
二
郎
�
明
治
を
築
い
た
企
業
家

｢

杉
山
徳
三
郎｣

、
碧
天
社
、
二
〇
〇
五
年
、

一
二
五
頁
〜
一
六
七
頁

(

２)

高
野
江
基
太
郎
�｢

筑
豊
炭
礦
誌｣

、
丸
善
、
一
八
九
八
年

(

３)

高
野
江
基
太
郎
�｢

日
本
炭
礦
誌｣

、
丸
善
、
一
九
一
一
年
、
二
〇
三
頁

(

４)

木
下
亀
城
�｢

炭
坑
の
歴
史｣

、
日
本
地
学
研
究
会
、
一
九
七
三
年
、
一
六
頁
〜
一
七

頁
、
五
八
頁
〜
六
〇
頁

(

５)

古
河
鉱
業
�｢

創
業
一
〇
〇
年
史｣

、
凸
版
印
刷
、
一
九
七
六
年
、
一
〇
九
〜
一
一
〇

頁

(

６)

麻
生
セ
メ
ン
ト
�｢

麻
生
百
年
史｣

、
麻
生
セ
メ
ン
ト
、
一
九
七
五
年
、
一
五
八
頁
〜

一
六
一
頁

(

７�

坪
内
安
衛
編
�｢

石
炭
史

(

機
械
・
器
具
編)｣

、
佐
賀
県
、
一
九
八
五
年
、
一
〇
五

頁

(

８)

長
野

暹
・
坪
内
安
衛
編
�｢

石
炭
史

(

文
書
・
文
献
編)｣

、
佐
賀
県
、
一
九
八
六

年

(

９)

深
町
純
亮
�
筑
豊
の
石
炭
史
話

(

筑
豊
の
大
恩
人
杉
山
徳
三
郎)

、
嘉
麻
の
里
、
㈱

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
エ
ン
二
二
三
号
、
二
〇
〇
八
年
、
四
二
頁
〜
四
五
頁

(

10)

近
畿
大
学
九
州
工
学
部
�｢

筑
豊
近
代
化
大
年
表｣

明
治
編
、
一
九
九
九
年
、
三
四

頁
、
八
六
頁
、
一
〇
四
頁
〜
一
〇
五
頁

(

11)

吉
原
政
道
�
長
崎
県
下
及
福
岡
県
下
炭
山
報
告
、
工
學
會
誌
、
第
六
三
巻
、
一
八
八

七
年
、
一
七
八
頁
〜
一
八
一
頁

(
12)

杉
山
徳
三
郎
�
開
坑
当
時
の
苦
難
、
石
炭
時
報
、
第
二
巻
、
一
九
二
七
年
、
四
一
頁

(

13)
直
方
市
�｢

直
方
市
史
補
巻

石
炭
鉱
業
編｣

、
一
九
七
七
年
、
一
〇
〇
頁
〜
一
〇
一

頁
、
一
〇
八
頁
〜
一
〇
九
頁

(

14)

筑
豊
石
炭
鉱
業
會
�｢

筑
豊
石
炭
鉱
業
會
五
十
年
史｣

、
一
九
二
一
年
、
五
頁

(

15)

朝
日
新
聞
西
部
本
社
�｢

石
炭
史
話｣

、
一
九
七
〇
年
、
二
二
頁
〜
二
五
頁
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番号 名 称 建設 場所 備 考

目
尾
炭
坑
関
連

① 目尾炭坑跡 Ｍ13､ 目尾
筑豊初のポンプ揚水､ 巻上機設置炭坑 (杉山徳
三郎所有)

② 目尾炭坑川�船付場跡 Ｍ14､ 目尾 Ｍ14～Ｍ27まで川船で輸送

③ 目尾炭坑給水バック 大正時代､ 目尾 大正時代建設

④ 嘉麻川橋梁 Ｍ26､ 目尾 筑豊興業鉄道 小竹～飯塚Ｍ26年開通

⑤ 旧幸袋線 Ｍ27
筑豊興業鉄道 小竹～二瀬 Ｍ27年開通､ Ｓ44
年廃止

⑥ 目尾駅跡 (操業時) Ｍ36､ 目尾 Ｍ36年開業､ Ｓ44年廃止

⑦ 浜生神社奉納額 目尾 杉山徳三郎寄進

⑧ 貴船神社狛犬 小竹町 杉山松太郎寄進

伊
藤
伝
右
衛
門
関
連

⑨ 旧伊藤伝右衛門邸 Ｍ30代､ 幸袋 近代化産業遺産認定､ 市指定文化財

⑩ 許斐神社大鳥居 Ｍ33､ 幸袋 伊藤伝右衛門寄進

⑪ 相田炭坑死亡者之塔 Ｍ45､ 相田 伊藤伝右衛門・松本健次郎・中野徳次郎

⑫ 幸袋工作所跡 Ｍ29､ 幸袋 伊藤伝右衛門社長 (�29～Ｓ22)

⑬ 幸袋駅跡�操業時� Ｍ27､ 幸袋 旧幸袋線 幸袋工作所跡前

⑭ 製鉄二瀬高雄一坑跡 (操業時) Ｍ32､ 幸袋 伊藤伝右衛門関係､ 八幡製鉄に譲渡 (明治32年)

⑮ 製鉄二瀬高雄二坑跡�操業時� Ｍ32､ 二瀬 伊藤伝右衛門関係､ 八幡製鉄に譲渡 (明治32年)

⑯ 製鉄二瀬中央坑跡 Ｍ43､ 二瀬 Ｍ43本部事務所､ 中央竪坑完成

関
連
遺
産

⑰ 嘉穂劇場 Ｓ6､ 飯塚 近代化産業遺産認定､ 国登録文化財

⑱ 住友忠隈ボタ山 Ｓ初期､ 穂波
筑豊富士と謳われ石炭産業記念碑として親しま
れている

⑲ 三菱飯塚巻上機台座 大正時代､ 穂波 近代化産業遺産認定､ 市指定文化財

⑳ 中鶴炭砿 (操業時) Ｔ3､ 中間市 伊藤伝右衛門経営の大正鉱業㈱中鶴炭砿

目尾炭坑跡・旧伊藤伝右衛門邸付近の関連近代化遺産一覧表
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目尾炭坑跡・旧伊藤伝右衛門邸付近の関連近代化遺産位置図
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西暦 和暦 筑 豊 炭 田 そ の 他

1868 明治元

1869 2 鉱山開放令 高島炭坑で蒸気ポンプ使用

1870 3

1871 4

1872 5 鉱山心得書

1873 6 日本坑法発布

1874 7

1875 8 片山逸太糸田村で蒸気ポンプ排水実験失敗

1876 9 貝島太助､ 2900円で蒸気機関購入､ 直方炭坑に設置失敗

1877 10

1878 11 帆足義方､ 香月炭坑蒸気ポンプ据付失敗

1879 12 三池炭坑大浦坑､ 蒸気ポンプ使用

1880 13 杉山徳三郎目尾炭坑でポンプ試用成功

1881 14 杉山徳三郎目尾炭坑でポンプ揚水成功､ 機械巻揚機

1882 15 改正日本坑法発布

1883 16

1884 17

1885 18 筑前国豊前国石炭坑業組合成立

1886 19

1887 20 旧蔵内家住宅､ 築上町に建築 ● 出炭41万トン

1888 21 筑豊五郡を34区に撰定坑区発表実施､ 若松築港㈱創立事務所

1889 22 三菱鯰田炭坑長壁式採炭法実施､ 門司港特別輸出港指定

1890 23 若松築港㈱設立

1891 24 筑豊興業鉄道開通 (若松～直方間)

1892 25 ● 出炭104万トン

1893 26 筑豊石炭鉱業組合設立

1894 27

1895 28 豊州鉄道､ 伊田～行橋間開通

1896 29 幸袋工作所創立 (社長伊藤伝右衛門)

1897 30 八幡製鐵所開庁､ 旧伊藤伝右衛門邸建築 ● 出炭272万トン

1898 31 古河下山田火力発電機設置､ 筑豊で初めて設置

1899 32 製鉄所二瀬出張所設置､ 安川・松本高雄炭坑を八幡製鐵譲渡

1900 33 直方鉄工業組合､ 三菱上山田炭坑で電気ポンプ初めて使用

1901 34 八幡製鐵所操業開始

1902 35 ● 出炭493万トン

1903 36 タービンポンプ古河塩頭炭坑で初めて使用

1904 37 若松港特別輸出港指定

1905 38 鉱業法公布

1906 39 遠賀川大改修開始 (10年計画) 国会承認

1907 40 ● 出炭693万トン

1908 41 三井田川伊田竪坑第一・第二煙突完成､ 三菱方城第二竪坑完成

1909 42 三井田川伊田第一竪坑完成､ 旧松本健次郎邸 (日本館) 完成

1910 43 旧松本健次郎邸 (洋館) 完成､ 三井田川伊田第二竪坑完成

1911 44 製鉄二瀬炭鉱中央竪坑完成 ● 出炭871万トン

筑豊炭田の近代化に貢献した事績年表 (明治期)



(
16)

永
末
十
四
雄
�｢

筑
豊

石
炭
の
地
方
史｣

、
日
本
放
送
協
会
出
版
、
一
九
七
三
年
、

五
八
頁
〜
六
一
頁

(

17)

長
弘
雄
次
�
筑
豊
の
石
炭
鉱
業
に
つ
い
て
、
嘉
飯
山
郷
土
研
究
会
、
第
一
一
号
、
一

九
九
七
年
、
一
一
一
頁

(

18)

佐
谷
正
幸
�
石
炭
採
掘
技
術
の
変
遷
、
嘉
飯
山
郷
土
研
究
会
、
第
一
四
号
、
二
〇
〇

〇
年
、
四
一
頁

(

19)

筑
豊
近
代
遺
産
研
究
会
編
�｢

筑
豊
の
近
代
化
遺
産｣

、
弦
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
三

二
頁
〜
三
三
頁
、
一
九
八
頁

(

20)

筑
豊
近
代
遺
産
研
究
会
・
北
九
州
地
域
史
研
究
会
編
�｢

北
九
州
・
筑
豊
の
近
代
化

遺
産
一
〇
〇
選｣

、
弦
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
三
八
頁
、
五
一
頁

― 46 ―




